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藤島鉄男提出論文内容要旨
 最近st「es6の消化性殴傷に対する病因作用が主張さllL始め,これ奮解ψ1ずる為にウ・ペプシン帰i
 題が諸家の注昌を惹ぐにi至ったが,私一IUPとS℃re6sとの相関を追求す・る象こにより痢化性潰
 瘍とstre6sとの幽係について,UPの立場から考察を行った。
実験方法
 ?泊8t法のひoodmanロ変法によウUp測だを テつたが,基質はGOOdmanロ法によって市
 販(Dホモミルクより作製し,その都度既知ペプシン溶液に対する力価測定を行い,UP纏は擁
ノノ
 単位で表わした。然し此の方法て測定を行うのに,蛋白質が試料に多量混入している場合季測定
 餌ぺ二かなりの誤差が現われて来るので注意しなければならない。
実験成蔽
 健康f者7例についてUpの24隠=1員1排泄値は攻底96鰐,最高54日'∫'『,平均218"∠yであっ
 た。腎疾患との関係についてはナ胃癌患者6例,胃潰瘍8例,十二指腸1黄海4例のUp測定を行
 ったが,胃潰瘍てはて71～400"》,平均271裾であり,十二指腸`貴揚では,76～552
 "瑠,平均25P～シであり,胃癌の場合ld120～175〃`yで平均99〃1かと低レ・1直を呈し,健唇～者・σ)
 半ばに過ぎなかった。そ一の他の疾憲については7肝硬変、愚者2伽はUP雌夫々97仰,126鰐
 と低レ・値を示しr糖尿患者41列にむいては,148鞠,200〃'ソ,284'・》,294'曙と何れも
 」麟㌻範囲内にあり,又未端白1大症7刀ツシング病では夭々556!喀,298"・rと高喧を示し,ア
 ジソニスムスては127曙と低値を示している。次に肺結核症を軽・中等・塩症の三極に分け,
 そ¢)昏々についてのUP排泄値を調べたが,軽症では隅々健垣壁者'との差は見られないが,中等症
 では一般に稍々高値を呈し,重症では高い者と極めて低い者とがあり,一定の傾向は認められな
 い。これを可7KSとの幽遜にむいて検討して見ると,副腎皮質機能とUpとの相関が理解され
 る。次いで筋労作とUPとの曲係を見る為に,健康男子2人に早尉!約50分にわたって約6㎞の
 秩走を行わせ,一時間毎の分画尿をとりUp測定を行ったところ,第5時間目迄UP排泄は癬次
 増加い以後1慨凝して9時間日には略々疾走前のlr帥C復した。一方精神病患者5例にr酢睾を行い,
 24時間にわたって4時間毎にUp測定を行ったが,電撃負荷後最初の4時間のU1)排泄姓敵減
 し,24時間後に術前値に復帰したが,全体の曲線は急峻な二つの谷を持つW型曲線を示した。
_pq_
 手術のUpに及ぼす影響については7手術優優の度合によって2群に分けて術后のUp排泄を追
 求したが,痔核手術・乳腺嚢腫手術・一i則甲状腺摘出等の比較的侵襲の軽いと患われる例で仁i'術
 后のUP排泄の変動も少ぐ,左側腸骨化膿性骨髄炎・左側尿管結石の手術の様な侵襲の大きいと
 思われ.る例ではUp排泄の変動が大きかった。又胃潰瘍患者2例,+三指籔絢易患者1例につい
 て留音ド分切除術施行後のUp測定を行ったが,術后第1日にUp排泄減少し}第2日に急激に増
 加し,以後勘涙して第7～8日に口術前に.比し,かなり低し(値に固定する。これ等⊂)事から侵蔓
 の度合とそ・れに反応するUp排泄の変動の大きさとの旧iには相喫1関係があるものと思われる。因
 みに冑全摘出術施行の5働にむいては,この様なUPの上昇噸向け認められぬのみならす,その
 排泄は宥に近づく。薬物投与に』1るUPへの影響1(ついては,迷走神経遮断剤であるBUSCO-
 1)an40"Zr6日置投与によって蔭量漿者2例共に,その影ドllllは朔かてなかった。楷尿病患者5例
 に夫々の疾病の程度に応じて,工nOuユinを15単位7.20単位}5目単位を天々継続投与を行った
 が,UPに対する究捌乏は区々てあった。次いで健康省2例に副腎皮質ホルモンを投与した場合は,
 朋かなUp排泄の増加を認め,投与中止により投与前の値に戻った。更に冑置蕩にて雷音F分切除
 を行い}同時に両開迷走率月i経切断術奮施行した患者・5例について,術盾マで日を経てCor'にi8-
 one5D'・`35印輪坐続投与を行ったところ,.第2日より培'明なep排泄増加を示し,投与中
 [ヒ後Up排泄は戯次猷少してい』る。酒化性蔽勘,患者の治癒過程にお・けるUp仙の変動1⊂ついてけ
 ピ埴脇2例,+二指局旗揚lf夕1』についてイ嚇しも入院後漸減して退院時のUP値は入院峙より低ぐ
 なっている。
考 按
 以上谷樋疾,愚について実験成獣と文献との比較考察を行う時,UP排泄と副腎皮質機能の天々
 の嬢向にお・いて相幽性のある準が認められる。叉マラソン・電撃,手術等のS七r6S8を生体に
 与えた場合,夫々の刺激に対応してUP俳雌の変動が見られ,一定の時間後にはstre8e負荷
 前の値に復帰してむり、且つS'ヒres8の大きさとUp変動とは相関鹸に対応している様に思わ
 れる。これ等の,鰍彼,Grayの説ぐ様に汎適応症綻'群の警告反A己1朗にむける胃部表現と考えら
 れ,講瞥皮質ホルモン投与でUp値の著明に上昇する嘉は,これ等の考えを裏書きするものと患
 われる。帽してUpの分泌機序に慶しては,従来膚相・腸相・神経1こ1二1の三つとされていたが,迷
 走神経を朝激成レ・は抑飼けると思われるエneulin,BU3COpa'n,を投与したll寺のUp捌…渡七
 は一定の1頃1向を見出し得ず,cor七i80neを∫投与した時は朋かなUp排泄の土留加があり,更1て
 両損1』迷走神経切断を行ってからcortiSOneを投与した時にも朋かなUp値の増加を認めた。
 一一8、壬い一
 Pepsinの分泌に関しては必ずしも迷走神経の関与を必要とせず,寧ろ純捧な内分泌性機序の
 存在が考えられる。以上の観点に立脚して消化1生漬蕩の治癒過程においてUp測定を行った所,
 概して治癒退院時にはUp値の減少を見た。酒化性潰瘍の病眼論についてstres8の問題が議
 論されているが,消化性潰瘍.患者のUp値が一般に高い亭,生体にS七re68や副腎皮質ホルモ
 ン投与1てよってUP捌…泄1の増力rする撃二,AeTaやGor七i80neを投与した」辱消化t生潰瘍の発
 生ないし再燃を起し易い一般的事実と相俟って潰瘍発生にstre36factOr関与の可能性が
 考えられる。
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 審査結果の要旨
 最近stre88の消化性潰瘍に対する病菌作品が主張され始め・これを解明する為にウロベ頭シンの間'
 題が諸家の注目を惹くに至ったが,著者はUpとs七re8sとの相関を追求する臨により消化性潰
 瘍と8tre88との関係について,UPの立場から考察を行った。
 実験方法・
 West法のGoodmann変法によりUp測定を行ったが,基質はGOOdmana法によって市
 販のホモミルクより作製し,その都度既知ペプシン溶液に対する力価測定を行い,UP値は%9“
 単位で表わした。然し此の方法で測定を行うのに,蛋白質が試翻⊂多量縄入している場合,測定
 値にかなりの誤差が現われて来るので注意しなければならない。
実験成籟
 旨
旨
「
 健康者7偽についてUpの24時間排泄値は最低96紹,最高540"13、平均218皿9であっ
 た。腎疾患との関係については←摺癌愚岩6例,肉緯纏8働'十こ指腸潰瘍4働のUP測定を行
 ったが,胃潰瘍では171～400'"め平均271〃'yであり,+二指耀幅では176～552
 〃`y,平均251岬であり,胃癌の場合は20～175配9で平均99盟シと低い値を呈し,健康者・の
 半ばに過ぎなかった。その他の疾患については,肝殿愚者2例はUp値天々97π拶,12翻9
'
 と低い値を示し,糖尿患者4例においては,148吻,200鰐,284曜・294紹と何れも
 正常範囲内にあり,又未端巨大症歩ヵツシング病では夫々556婿,298み'rと高値を示し,ア
 ジソニスムスでは127〃鰹と低値を示している。次に肺結核症を蛭・中等・重症の三猛に分け,
 その各々についてのUp排泄値を調べたが,軽症では略々健康春との差は見られないが,中等症
 では一般に相々高値を呈し,重症では高い者と極めて低い者とがあり,一定の傾向は認められな
 い。これを17KSとの闘連において検討して見ると・副腎皮質機能とUpとの相関が理解され
 る。次いで筋労作とUPとの関係を見る為に,健康男子2人に早軸約50分にわたって約6㎞の
 疾走を行わせ,一時間毎の分画尿をとりUp測定を行った志ころ,第5時間目迄Up排泄は漸次
 増加し,以後漸減して9時間目には略々疾走前斧値に復した。一方精神病患者5例に電撃を行い・
 24時間にわたって4時間毎にUp測定を行ったが,電撃負荷後最初の4時間のUp排泄は激減
 し,24時間後に術前値に復帰したが,全体の曲線は急駿な二つの谷を持つW型曲線を示した。
 一88一
ド
 手術のUpに及ぼ拶獣ついては・鞠慶聾唖飾診て2謙分けて篇のUp槻世を測
 求したが,痔核手術・乳腺嚢腫手術・一側甲状腺摘出等の比較約侵襲の軽いと思われる働では術
 后のUP排泄の変動も少く,左側腸骨化膿性骨髄炎・左側尿管結石の手術の様な侵襲の大きいと!!
 思われる例ではUp排泄の変動が大きかった。又胃債纏患者2例7十二指腸費癌患者1例につい
 て胃部分切除術施行後のUp測定を行ったが,術后第で日にUp排泄減少し,携2日に急激に増II
 加し,以後漸滅して第7～8日には術前に比し,かなり低い値に固定する。これ等の楽から侵襲
 の凌合とそれに反応するUp排泄の変動の大きさとの間には楓契!関係があるものと思われる。函1
}
 みに冑全摘出術施行の3例においては,この様なUPの上昇甑向は認められぬのみならず,その1
:
…
 排泄は零に近づく。薬物投与によるUPへの影響については,迷走神経遮断剤であるBU6qO-
I
!
 pan40"'36日間投与によって健康者2鯛共に,その影響は明かでなかった。糖尿病患者5例 !
 に天々の疾病の程度に応じて,エn6u■inを15単位,.20単位,50単位を天々継続投与を行った
 が,Upに対する効果は区々であった。脚ハで健康者2偶に副腎皮質ホルモンを投与した場合は,!
 明かなUp排泄の増加を認め,投与中止により投与前の仙に戻った。更に冑澱瘍にて胃部分切除
 を行い,同時に両側迷走神経切断術を施行した患者3例について,術后"日を経てCorti8r
 oロe50鞠5日間連続投与を行ったところ,.第2日より著明なUP排泄増加を示し,投与中
 止後Up排泄は融次減少している。消化性債務患者の治癒過程にお・けるUp値の変動については
 冑戯場2例・+二指腸潰瘍1例について何れも入院後漸減して退院時のUP偵は入院峙より低く i
 なっているo i
I
 考按i
 以上各樋疾患について実験成籔と文献との比較考察を行う時,UP排泄と副腎皮質機能の天々1
 の傾向において相曲性のある事が認められる。又マラソン,電撃,手術等のst.re88を生体に1
 与え欄合,知の刺謙対応してUp灘の変鋤:見られ,一通醐後にはstre88負割
 前の値に復帰してかり・且つst「e88の木きさとUp変動とは相関的に対応して偽る様に思わ1
ド
ド
 れる。これ等の凄は,Gray'の説く様に汎適応症候群の警皆反応朗にむける胃部表現と考えらii
 れ,副腎皮質ホルモン投与でUP値の苦闘に上昇する婁は,これ等の考えを襲密きするものと思i
 わμる。而してUpの分泌機序に関しては・従来曽根・腸相・神経相の三つとされていたが・迷…
 走神経を刺激或いは抑制するξ思われるエロ8域1i皿,Bほ8COpah,を投与した1博のUp排泄:
 は一定の傾向を見出し傅ず・Gorti60neを投与した時は明かなUp排泄1の増加があり,更に1
 両側迷走神経切断を行ってからGorti80neを投与した時にも腸かなUp値の増加を認めた。 i
 一89一
 2ePBinの分泌に関しては必ずしも迷走神経の関一与を必要とせず,寧ろ純粋な内分泌性機序の
 存在が考えられる。以上の観点に立脚して消化性潰瘍の治癒過程に拾いてUp測定を行った所,
 概して治癒退院時にはUp値の減少を見た。消化性潰瘍の病因論についてS七re88の問題が議
 論されているが,消化性潰瘍患者のUp値が一般に高い事,生体にstre・日8や副腎皮質ホルモ
 ン投与によってUp排泄の増加する事,ACTHやeorti80neを投与した時消化性澱傷の発
 生ないし再燃を起し易い一般的事実と相俟って潰瘍発生にstre88fac七〇r関与の可能性が
 考えられると結論している。
 よって,著者は医学博士の学位を受けるに充分左資格があるものと認める。
 一費9-
i
